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学生×桐生つながるプロジェクト学生×桐生つながるプロジェクト

「桐生つながるラボ」「桐生つながるラボ」

どんな活動をしているの？どんな活動をしているの？
　これまでに、まち散策企画「桐ラボが桐生を散策して
みました！」や、きりゅう七夕まつりへの出展、市内企
業や団体からオファーされた活動に取り組んでいます。

まち散策企画まち散策企画

きりゅう七夕まつりきりゅう七夕まつり

オファー活動
　桐生飲食店組合、富士スバル株式会社、桐生商店連
盟協同組合、ミニきりゅう実行委員会、ファッション
オープンアトリエ＆ボードゲームカフェ「ふふふ」の
計５件のオファーを受けて活動しています。

　メンバーが桐生　メンバーが桐生
市内のお店を巡り、市内のお店を巡り、
取材・撮影した取材・撮影した
内容を桐ラボ公式内容を桐ラボ公式
II
イ ン ス タ グ ラ ムイ ン ス タ グ ラ ム

nstagramnstagramで投稿で投稿
しました。しました。

　桐ラボの紹介やまち　桐ラボの紹介やまち
歩きレポートをパネル歩きレポートをパネル
に作成し展示しました。に作成し展示しました。
繊維のまち桐生にちな繊維のまち桐生にちな
み、子ども向けの編みみ、子ども向けの編み
物体験会も行いました。物体験会も行いました。

桐生つながるラボ（桐ラボ）とは？桐生つながるラボ（桐ラボ）とは？
　令和７年度「学生×桐生つながるプロジェクト」のチー
ム名です。
　「学生×桐生つながるプロジェクト」とは、学生が市を
知り、関わり、楽しみながら活動を行うことで、市に対
する愛着を深めるとともに、それらをＰＲすることで市へ
の興味関心を高めることを目的としたプロジェクトです。
10月１日現在、32人のメンバーが活動しています。

メンバーはどんな人？メンバーはどんな人？
　市内に在住または在学する、大学・大
学院・短期大学・高等専門学校および専
門学校などの高等教育機関に通う学生た
ちです。令和７年度は、群馬大学（大学
院）・共愛学園前橋国際大学・高崎経済
大学・足利大学のメンバーがいます。

桐ラボの情報を見るには？桐ラボの情報を見るには？
　桐ラボでは、Instagramとn

ノ ー ト

oteで情報発信をしてい
ます。随時更新していますので、ぜひご覧ください！

◀Instagram ◀note

　桐ラボでは、今後も市内のあちこちに出か
けたり、市内の人々と関わりながら活動して
いきます。メンバーを見かけたら、ぜひご協
力と応援をよろしくお願いします！
問い合わせ＝企画課移住定住推進室（☎32‐
3812）

11. 住み続けられるまちづくりを

17. パートナーシップで目標を達成しよう

の応援をよろしくお願いします！の応援をよろしくお願いします！

広報きりゅう令和７年11月号広報きりゅう令和７年11月号 88

税
金
に
頼
ら
な
い
「
球
都
桐

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
球
都
桐
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

令
和
７
年
度
で
４
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　
本
事
業
の
最
大
の
特
徴
は
、
税

金
に
頼
ら
ず
に
運
営
し
て
い
る
点

で
す
。
財
源
は
全
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
企
業
や
個
人
か
ら

の
ふ
る
さ
と
納
税
型
寄
付
に
よ
る

も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
累
計

３
億
９
千
万
円
以
上
の
寄
付
が
集

ま
り
、
市
内
外
の
多
く
の
協
力
に

よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
新
桐
生
駅
の
球
場

化
装
飾
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
財
源
に
加

え
、
趣
旨
に

賛
同
し
た
東

武
鉄
道
株
式

会
社
の
協
力

と
、
市
内
外

30
社
の
企
業

広
告
に
よ
る

協
賛
で
整
備

し
ま
し
た
。

民
の
力
で
駅
の
玄
関
口
が
生
ま
れ

変
わ
り
、
地
域
の
象
徴
と
な
っ
た

こ
と
は
、
公
民
連
携
の
た
ま
も
の

で
す
。

み
出
し
、
全
国
か
ら
も
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

2
桐
生
の
価
値
向
上
と
魅
力
発
信 

　
地
域
資
源
の
価
値
を
高
め
、
桐

生
の
魅
力
を
市
内
外
に
伝
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
栗
山
英

樹
氏
や
川
淵
三
郎
氏
ら
に
よ
る
講

演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
上
原
浩
治

氏
のY

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouT
ube

公
開
収
録
な
ど

は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域

を
活
性
化
さ
せ
る
」
桐
生
の
挑
戦

を
全
国
へ
発
信
す
る
も
の
で
す
。

3
健
康
な
青
少
年
の
育
成
（
教
育

　
的
価
値
の
創
造
） 

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
東
京
六
大
学
野
球
と
の
連
携
に

よ
り
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
や
各
大

学
に
よ
る
市
内
で
の
野
球
教
室
を

開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
が
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
野
球
に
触
れ
る
機
会
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
礼
節
や
人
間
力
を
育
む
場
と

し
て
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ

ッ
プ
協
会
代
表
・
中
村
聡
宏
氏
を

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
大
使
に
任

命
し
、
思
い
や
り
と
挑
戦
を
大
切

に
す
る
地
域
教
育
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

4
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化 

　
あ
ら
ゆ
る
競
技
が
発
展
で
き
る

環
境
を
整
え
、
地
域
全
体
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
最
新
デ
ジ
タ
ル
設
備
を
備
え
た

「
球
都
桐
生
野
球
ラ
ボ
」
は
、
他

新桐生駅新桐生駅
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球
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生
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ク
ト

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
改
札
口
前

に
は
、
人
気
漫
画
「
ダ
イ
ヤ
の

Ａエ
ー
ス」
の
主
人
公
・
沢
村
栄
純
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

桐
生
が
講
談
社
創
業
者
・
野
間
清

治
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら

実
現
し
た
も
の
で
、
全
国
的
な
話

題
を
呼
び
、
交
流
人
口
拡
大
へ
の

寄
与
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

背
景
と
意
義 

― 

な
ぜ
「
野

球
」
か
ら
始
め
る
の
か

　
桐
生
市
は
、
全
国
に
４
都
市
し

か
な
い
「
球
都
」
を
掲
げ
る
ま
ち

の
ひ
と
つ
で
す
。
野
球
は
桐
生
の

歴
史
と
文
化
に
深
く
根
差
し
、
市

民
に
と
っ
て
身
近
で
あ
り
な
が
ら
、

全
国
的
に
も
発
信
力
を
持
つ
資
源

で
す
。
桐
生
が
全
国
に
誇
れ
る

「
野
球
力
」
に
軸
足
を
置
き
、
次

の
４
つ
の
基
本
方
針
の
下
、
各
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

1
桐
生
の
活
性
化 

　
地
域
を
盛
り
上
げ
、
に
ぎ
わ
い

を
創
出
し
ま
す
。

　
毎
年
夏
に
開
催
す
る
「
球
都
桐

生
ウ
ィ
ー
ク
」
で
は
、
毎
年
多
く

の
人
々
が
参
加
し
、
ま
ち
全
体
が

活
気
づ
き
ま
す
。
駅
中
イ
ベ
ン
ト

や
本
町
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
、

多
彩
な
催
し
が
地
域
の
交
流
を
生

競
技
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
活
用
さ

れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
を

広
げ
る
共
通
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
仕
組
み 

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
全
国

的
に
も
数
少
な
い
新
し
い
形
の
公

民
連
携
事
業
で
す
。

　
市
民
・
団
体
・
行
政
が
参
画
す

る
「
球
都
桐
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
協
議
会
」
を
中
心
に
、
企
画
か

ら
資
金
調
達
、
実
施
ま
で
を
協
働

で
進
め
て
い
ま
す
。

　
税
金
に
頼
ら
ず
外
部
資
金
を
呼

び
込
み
、
市
民
の
誇
り
と
地
域
活

性
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
は
“
球
都

桐
生
モ
デ
ル
”
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
で
す
。
小
さ
な
ま
ち
か

ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
が
全
国
に

発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、

地
域
力
の
証
明
と
も
言
え
ま
す
。

主
な
歩
み
と
成
果 

令
和
４
年
度
　
▼
「
球
都
桐
生
の

日
」
制
定
▼
推
進
協
議
会
設
立
▼

ふ
る
さ
と
納
税
開
始

令
和
５
年
度
　
▼
「
球
都
桐
生
ウ

ィ
ー
ク
」
初
開
催
▼
東
京
六
大
学

野
球
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
▼
栗
山
英

樹
氏
来
桐
▼
斎
藤
佑
樹
氏
ス
ペ
シ

ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
就
任

令
和
６
年
度
　
▼
球
都
桐
生
野
球

ラ
ボ
開
設
▼
新
桐
生
駅
球
場
化
装

飾
▼
川
淵
三
郎
氏
・
本
橋
麻
里
氏

来
桐
▼
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
大

使
に
中
村
聡
宏
氏
を
任
命
▼
早
稲

田
大
学
野
球
教
室

令
和
７
年
度
　
▼
球
都
桐
生
歴

史
館
常
設
化
▼
上
原
浩
治
氏

YouT
ube

公
開
収
録
▼
慶
応
大

学
野
球
教
室
▼
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
設
置
▼
本
町
フ
ー
ド
ス

タ
ジ
ア
ム
・
仲
町
ス
ナ
ッ
ク
ス
タ

ジ
ア
ム
▼
世
界
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
・

王
貞
治
氏
が
球
都
桐
生
を
視
察

未
来
に
向
け
て

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
あ
ら

ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
を

元
気
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

取
り
組
み
で
す
。

　
王
貞
治
氏

が
桐
生
を
視

察
し
た
際
に

は
、
「
桐
生

が
日
本
の
野

球
を
支
え
て

く
れ
る
と
思

う
ほ
ど
、
組

織
的
に
し
っ
か
り
し
て
い
た
」
と

語
り
、
そ
の
様
子
は
全
国
ニ
ュ
ー

ス
で
も
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
野
球
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ほ
か
の
競
技
と
の
連
携
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値

を
活
用
し
た
桐
生
な
ら
で
は
の
挑

戦
を
進
化
さ
せ
、
ま
ち
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課
球
都
桐
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
担
当
（
☎
32
３
８
９
６
）

視察に訪れた王貞治氏視察に訪れた王貞治氏

３. すべての人に健康と福祉を

４．質の高い教育をみんなに

17. パートナーシップで目標を達成しよう

99 ☎桐生市の市外局番は0277☎桐生市の市外局番は0277


